
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
急
回
復
お
よ
び
過

去
最
高
を
更
新
し
て
い
る
訪
日
外
国
人

観
光
客
や
地
域
産
業
を
支
え
る
在
留
外

国
人
の
増
大
は
、
地
域
の
医
療
機
関
に

と
っ
て
無
視
で
き
な
い
存
在
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
救
急
搬
送
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
く
、
外
国
人
患
者
へ
の
対
応
体

制
を
早
期
に
整
備
す
る
こ
と
は
、
単
な

る
社
会
奉
仕
で
は
な
く
、
将
来
に
向
け

た
地
域
に
お
け
る
診
療
収
入
の
確
保
や

他
院
と
の
差
別
化
を
実
現
す
る
た
め
の

「
攻
め
と
守
り
の
経
営
戦
略
」そ
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
М
Ｉ
Ｐ
で
病
院
職
員
を
守
る

国
内
の
医
療
機
関
に
お
け
る
外
国
人

患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
第
三
者
視
点

で
客
観
的
に
評
価
し
、
認
証
す
る
制
度

が
Ｊ
М
Ｉ
Ｐ（Japan M

edical Service 

A
ccreditation for International 

Patients

）に
な
る
。
２
０
１
０
年
６
月
、

政
府
の
新
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
医

療
の
国
際
化
推
進
の
方
針
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
整
備
が
ス
タ
ー
ト
。

一
般
財
団
法
人
日
本
医
療
教
育
財
団
が

Ｊ
М
Ｉ
Ｐ
認
証
機
関
と
し
て
制
度
運
営

を
継
承
し
、
12
年
か
ら
Ｊ
М
Ｉ
Ｐ
受
審

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

Ｊ
М
Ｉ
Ｐ
の
目
的
は
、
外
国
人
が
安

心
・
安
全
に
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得

て
い
る
日
本
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
に
あ
る
。
取
材
時
の
認

証
費
用
は
82
万
５
０
０
０
円

（
税
込
み
）で
、
新
規
・
更
新

同
額
。
対
象
は
、
病
院
機
能

評
価
な
ど
第
三
者
機
関
に
よ

る
認
証
に
よ
っ
て
医
療
施
設

機
能
が
評
価
さ
れ
て
い
る
病

院
で
、
認
証
有
効
期
間
は
３

年
間（
更
新
審
査
に
よ
る
認
証

更
新
可
能
）に
な
る
。

取
得
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
外
国
人
患

者
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
関
す
る
客
観

的
な
評
価
が
得
ら
れ
、
信
頼
性
が
向
上

す
る
、
②
病
院
全
体
で
Ｊ
М
Ｉ
Ｐ
受
審

に
取
り
組
む
こ
と
で
対
応
の
統
一
化
・

円
滑
化
、
体
制
強
化
に
つ
な
が
る
、
③

外
国
人
患
者
受
け
入
れ
に
関
す
る
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
が「
病
院
職
員
を
守
る
」こ

と
に
つ
な
が
る
、
④
Ｊ
М
Ｉ
Ｐ
認
証
病

院
同
士
の
情
報
交
換
、
対
応
事
例
や
課

題
の
共
有
が
で
き
る
―
が
挙
げ
ら
れ

る
。
特
に
、
未
収
金
や
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
医
療
事
故
、
文

化
・
宗
教
・
習
慣
の
違
い
に
基
づ
く
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
Ｊ

М
Ｉ
Ｐ
の
評
価
項
目
に
基
づ
き
継
続
的

に
自
院
の
取
り
組
み
を
整
備
、
議
論
、

改
善
を
行
う
こ
と
が
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に

な
る
た
め
、
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

日
本
医
療
教
育
財
団
の
担
当
者
は
、

「
受
け
入
れ
体
制
が
未
整
備
の
病
院
と

の
差
別
化
や
、
診
療
収
入
の
確
保
に
も

つ
な
が
る
点
は
経
営
的
な
メ
リ
ッ
ト
に

な
り
ま
す
」と
話
す
。

認
証
病
院
数
は
、
12
年
度
以
降
順
調

一般財団法人日本医療教育財団の北村俊幸理事長

急
速
に
進
む
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、病
院
経
営
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、従
来
の
患
者
獲
得
モ
デ
ル
だ
け
で

は
立
ち
行
か
な
く
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
対
策
の
一
つ
が
、
Ｊ
М
Ｉ
Ｐ（
外
国
人
患
者
受
入
れ
医
療
機
関
認
証
制

度
）。
認
証
機
関
の
一
般
財
団
法
人
日
本
医
療
教
育
財
団（
東
京
都
千
代
田
区
、北
村
俊
幸
理
事
長
）に
状
況
を
聞
い
た
。

「
Ｊ
М
Ｉ
Ｐ
認
証
」を
活
用
し
て
外
国
人
患
者
対
応
を
強
化

信
頼
性
向
上
と
持
続
的
な
病
院
経
営
を

一
般
財
団
法
人
日
本
医
療
教
育
財
団
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